教育目的：全体の教育は何を目的とするか

　これからの高度情報通信社会を生きる児童生徒には，情報や情報機器を主体的に選択し，活用するとともに，情報を積極的に発信するための基礎的な能力が求められている。そのため，児童生徒が情報通信ネットワーク等を適切に活用する学習活動の充実に努めなければならない。そこで、中学校１年からパソコンに慣れ親しみ、情報基礎の必修化・総合学習における情報機器の利用・授業へのコンピュータ活用等、これらを、統合・系統づけた情報教育実施を試みる。

· 学習を豊かにする情報通信ネットワークの活用法

· 自分たちでテーマを決める　→発信（発表）する　→評価（反応）が返る→意欲付け　→テーマを決める・・・　という連関で学習を進めること

教育目標：教育目的を具体的に評価可能な教育目標に展開する 

· 相手に情報を映像や音声ですぐに伝えられる。
· 他地域の子供達とリアルタイムに交流をする。
· 子供達の視野を広げる。
· 今までとは違った形の発表の場を築く。
· 資料や手紙などでは得られない授業。（生の反応、応答など）
· 様々な情報を音や映像で感じること。

· パソコン等の情報機器を利用した情報活用能力・機器操作能力を大まかに３段階にわけて、情報活用能力の指導目標とする。

授業内容

名刺を作ってみよう！

自己表現の場として、自作のイラストを入れたオリジナルの名刺を作成する。 

配布したE-mailアドレスを名刺に盛り込んで、E-mail活用の準備をする。

　自分の目標にあった作品を作ることで、興味がわき、意欲的に参加するようになる。一貫の授業を通して，学んだすべての事を活かして作品を作り上げる。そのなかで、情報モラル（個人情報の保護，著作権）の要素，コンピュータデザインの要素などを幅広く理解させることができる。また、「名刺」をつくることで，自己表現を存分にさせる事が可能だ。コンピュータを使って簡単にオリジナルの素材が作れることを知ることが大切である。また，素材を作った立場に立つと，自分で作ったイラストには著作権があり，法で守られているのだということを感じることが出来る。

海外のお友達と交流してみよう！

　情報処理ではなく「情報生産活動」として位置づける、「受信」のみではなく「発信」に重点を置く。そしてインターネットを通して、知らない人と話したり、情報を交換し合ったり、友達になることの楽しさを教えることができる。それと同時に、簡単に他人と触れ合う事が出来る恐ろしさや、問題点についても考える機会を与えることとなる。

感想

学校にインターネットを導入するにあたって、インターネットが普及したとしても学校はこれまでとはほとんど変わることがなく、ただただ情報教育を導入しただけに過ぎないと感じた。教育を根本的に情報教育にする必要があるのではないだろうか。情報教育というなの授業時間を設けるのではなく、全教科において情報教育化するべきであるのだ。しかしそれに当って、現時点では解決しなければならない課題が残されている。今回の課題で特に感じた事が「情報教育とは何なのか」という問題である。情報教育＝コンピュータ（ネットワーク）の教育ではない。「情報」という言葉をきちんと定義して使う必要があるのだ。そして、コンピュ－タがどのような学習に生かせるかを考えるためには、コンピュ－タがどのように人間とかかわってきたかを、もう一度思い返す必要があるのではないだろうか。
